
                                       令和２年１月１５日   

笠松小学校保護者（最長子）様 

                                     笠松町立笠松小学校 

                                              校  長 澤田 辰男      辰男 

令和元年度後期 保護者によるアンケート結果まとめ 
「第２回学校教育に関するアンケート」へのご協力ありがとうございました。最長子数 167 名中 102 名

の方（61.1％）に回答をいただきました。下の表のように，前回のアンケートでマイナス傾向だった項目

の中で，上向きに転じた項目もありますが，今後もこの結果を真摯に受け止め，改善すべきことは手立て

を考えて粘り強く実践を積み重ねていきます。今後とも，ご理解とご協力の程よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《保護者の皆様からお寄せいただいた主なご意見・感想》 

１ 学校生活全体を通して 

 ○毎日楽しく登校し、充実した日々を送れているようです。笠松小の先生方、本当にありがとうございます。 

初めての小学校生活にも慣れ、自分から様々な挑戦をし、できるようになるまで努力を続けているようです。 

挑戦する機会を与え、支え見守って、成功体験をさせていただけるので、本人も満足し、自信につながって 

いるのだと思います。子どもにとっても、「ちょっと難しいかな？」という適度抵抗があるので、学校が楽しい 

のだと思います。今後も、よろしくお願いします。 

○学校へ伺った時など、いつお会いしても、すべての先生方がハキハキと元気よく接してくださるので、そんな 

姿を子どもたちも目の当たりにしているおかげか、子どもも、自分から挨拶することが身についてきており、 

とても好印象です。これからもよろしくお願いします。 

  ○いつも子どもたちをあたたかく見守ってくださり、ありがとうございます。安心して、毎朝送り出せています。 

 

 

 

 

 

●旗当番をしていて子どもたちを見ていると、話に夢中であったり、下を向いて歩いていたりして、こちらから 

挨拶をしても、返ってこないことが多いです。見守りのサポーターはもちろん、旗当番の人は、自身の時間を 

さいて、子どもたちの安全のために働いています。子どもたちも当然のことと思わず、自分たちがどれほどの 

サポートを受けているのか認識する必要があるのでは？人と人とが関わり合うのが社会であり、身内、仲間 

同士の挨拶ができるのは当然。その先の人々（お世話になっいる方々）にもできるようになってほしいです。 

 

 

 

 

 

２ インフルエンザ対応について 

●インフルエンザの流行シーズンには、マスク着用を学校で進めていただけるといいと思います。以前 

 在籍した園で効果を実感できたことがあったので、お願いします。親が言ってもなかなかなので… 

 

 

 

 

 

３ その他の点について 

●いつも子どもたちが健やかに学校生活を送ることができるよう見守り、ご指導頂き、ありがとうござ 

 います。以前、他の地域で実施されている「置き勉」を見て、とてもよい取組だなあと思いました。 

特に、荷物の多い時、傘をささなければいけない時など、大変そうなので、ご検討頂けたら幸いです。 

 

 

 

 

 

●前回の授業参観の時（11/16）に、お母様方の私語が気になりました。子どもたちは静かに先生の話を 

聞いているのに、恥ずかしいです。私語禁止を徹底してほしいです。 

 

４ 次年度へ向けての内容について 

◎前回のアンケート集計の報告の中で、「運動会の時期や開催の時間帯」「夏休み期間のプール」について 

検討を進めている旨をお知らせしました。今年度の末までに、その内容を文書でお知らせする予定です。 

◎「学びフェスタ」や「ＰＴＡの活動」についてもご意見をいただきました。それぞれ、運営協議会・ 

自立共生パートナー部会の皆さん、ＰＴＡ運営委員の皆さんへお知らせさせていただく予定です。 

◇今後もお気づきの点がありましたら，学校までお知らせください。ご協力ありがとうございました。 

笠松小では、『みんなのしあわせを考えて 豊かな心でねばり強くやりぬく子』を教育目標として

日々の教育活動を進めています。また、「挨拶・掃除・生き物の世話」を３つのじまんの活動として

継続的に取り組んでいます。笠松小職員も、子どもたち一人一人が頑張っている姿を互いに共有して

励ましの声かけをするようにしています。ぜひ、ご家庭でも、価値付けていただけたらと思います。 

子どもたちは、くすのき委員会の呼びかけで、朝の挨拶運動や校内でのさわやか挨拶に取り組んで

います。また、「さきがけ挨拶・二言挨拶」等で、感謝の気持ちを込めて、地域の皆さんにも挨拶を広

めようとしています。ご指摘いただいた内容を踏まえて、学校でも指導を続けていきますので、家庭・

地域でも挨拶の声かけをしていただき、元気に挨拶をかわす習慣づくりへのご協力をお願いします。 

昨年末には、インフルエンザ対応として、保護者の皆様に「すぐメール」にて、子どもたちの罹患

の状況や予防対策のお願いについてお知らせし、毎朝「窓開け(換気)、手洗い・うがいの励行、状況

に応じて早めのマスク着用」を行いました。冬休み後は、インフルエンザの報告はないですが、保健

委員会でも毎日、予防対策の確認・点検を進めています。ご指摘のように、インフルエンザの対応が

必要な場合、保護者の皆様にもお知らせし、マスク着用等、早めの予防対策を進めていく予定です。 

笠松小では、各学年ごとに、習字道具や絵の具セット、資料集や実技系の教科書等「学校に置いて

おく物」を決めて対応しています。また、長期休業期間前には、持ち帰る物を数日間に分け、一日に

持ち帰る物が集中しすぎないようにしています。ご指摘のように、雨の日の傘の対応なども含めて、

安全面にも留意し、お子さんの負担が大きくならないよう配慮して進めていきます。 

今後の授業参観などで、ご配慮いただけますと大変ありがたいです。よろしくお願いいたします。 


